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生
徒
へ
の
学
習
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。平
成
28
年
度
は
小
学
校
へ

の
加
配
を
さ
ら
に
１
名
増
員
し
、支
援

が
必
要
と
さ
れ
る
全
て
の
児
童
生
徒

に
対
応
で
き
る
よ
う
配
置
し
、学
習
環

境
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、平
成
25
年
度
に
内
原
小
学

校
に
設
置
し
た
通
級
指
導
教
室
の

充
実
を
図
る
た
め
、教
室
の
増
築
を

　

近
年
、全
国
的
に
適
切
な
管
理
が

行
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家
等
が
増
え

て
お
り
、防
災
を
は
じ
め
衛
生
、景
観

等
に
お
い
て
地
域
住
民
の
生
活
環
境

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

う
し
た
現
状
を
捉
え
、国
に
お
い
て

も「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

　

ま
た
、平
成
28
年
度
は
、将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
的
に
事
業
を
継
続
し
て

い
く
た
め
の
、中
・
長
期
的
な
基
本

計
画
で
あ
る
経
営
戦
略
を
策
定
し
、

今
後
も
水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、現
在
、町
内
全
域
に
お
け
る
生

活
排
水
処
理
率
は
81
パ
ー
セ
ン
ト
で

ご
ざ
い
ま
す
。平
成
28
年
度
に
お
い

て
も
、公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
、

衛
生
的
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る
た

め
、個
人
設
置
型
で
あ
る
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
を
継
続
し
、推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
に
お
い

て
は
、農
村
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

の
活
用
に
よ
り
、性
能
低
下
の
度
合

い
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、そ
の
性

能
低
下
が
起
こ
っ
て
い
る
要
因
を
特

定
す
る
た
め
の
機
能
診
断
を
行
い
、

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、水
道
事
業
と
同
様
に
経
営

戦
略
を
策
定
し
、経
営
の
健
全
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
措
置
法
」が
昨
年
５
月
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、市
町

村
で
は
空
き
家
の
所
在
や
所
有
者
に

関
す
る
調
査
が
可
能
と
な
り
、調
査

に
あ
た
っ
て
は
固
定
資
産
税
情
報
の

内
部
利
用
等
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
、市
町
村
は
空
き
家
等
に
関

し
て
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
や
適

切
な
管
理
の
促
進
と
有
効
活
用
に
努

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
き
ま
し
て
は
、自

己
の
向
上
や
充
実
を
目
指
す
た
め
、

学
校
教
育
だ
け
で
な
く
公
民
館
教

室
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
自
然
体
験

等
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
る
学
習
活
動
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、大

規
模
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、安
定

的
に
安
全
・
安
心
な
水
の
供
給
が
で

き
る
よ
う
、平
成
28
年
度
も
継
続
事

業
と
し
て
、引
き
続
き
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
送
水
管
の
布
設
替
え
を
実

施
し
、管
路
の
耐
震
化
を
進
め
、非
常

時
の
水
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 安

定
的
か
つ
安
全
・
安
心
な
水
の
供
給

　
　

送
水
管
の
布
設
替
え
や
管
路
の
耐
震
化

　
　
　

農
業
集
落
排
水
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理

空
き
家
対
策
事
業

　
「
わ
か
や
ま
空
き
家
バ
ン
ク
」へ
の
登
録
を
推
進

　

空
き
家
解
体
撤
去
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　

廃
棄
物
処
理
費
用
の
一
部
を
助
成
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【お問い合わせ先】
　疑問がある場合には、直接、宮内庁式部職あてに、郵
便番号、住所、氏名を書き、返信用切手をはった封筒を
添えて、9月20日までにお問い合わせください。
　詠進の注意事項・その他詳しくは、宮内庁ホームペー
ジ（http://www.kunaicho.go.jp/）をご参照ください。

　平成29年の歌会始のお題が「野
の

」と定められま
した。
　（注）�お題は「野

の

」ですが、歌に詠む場合は「野」の文
字が詠み込まれていればよく、「野

の

火
び

」「視
し

野
や

」
のような熟語にしても差し支えありません。

■詠進要領
（１）詠進歌は、お題を詠み込んだ自作の短歌で一人
一首とし、未発表のものに限ります。
（２）書式は、半紙（習字用の半紙）を横長に用い、右
半分にお題と短歌、左半分に郵便番号、住所、電話番
号、氏名（本名、ふりがなつき）、生年月日、性別およ
び職業（なるべく具体的に）を縦書きで書いてくだ
さい（書式図参照）。
　無職の場合は、「無職」と書いてください（以前に
職業に就いたことがある場合には、なるべく元の職
業を書いてください）。
　なお、主婦の場合は、単に「主婦」と書いても差し
支えありません。
（３）用紙は、半紙とし、記載事項は全て毛筆で自書
してください。ただし、海外から詠進する場合は、用
紙は随意（但し、半紙サイズ24cm×33cmの横長）と
し、毛筆でなくても差し支えありません。

歌会始のお題と詠進要領
平成29年は「野」

（４）病気または身体障がいのため毛筆にて自書する
ことができない場合は、下記によることができます。
ア　代筆（墨書）による。代筆の理由、代筆者の住所お
よび氏名を別紙に書いて詠進歌に添えてください。
イ　本人がワープロやパソコンなどを使用して印
字する。この場合、これらの機器を使用した理由を
別紙に書いて詠進歌に添えてください。
ウ　視覚障がいの方は、点字で詠進しても差し支え
ありません。
■詠進の期間
　平成28年９月30日まで（当日消印有効）
■あて先
「〒100-8111 宮内庁」
とし、封筒に「詠進歌」と
書き添えてください。

（詠進歌は、小さく折って封入し
て差し支えありません）

お
題

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

「
野
」

〒
住　
　

所

電
話
番
号

氏　
　
　

名

生
年
月
日

性
別

ふ

り

が

な

職　

業
（
山
折
り
）

書式図（横長）

移
住
希
望
者
へ
の
一
助
と
な
り
、人

口
の
維
持
・
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、空
き
家
と
な
っ
た
建
物
を

解
体
・
撤
去
す
る
に
も
、所
有
者
等

に
と
っ
て
は
そ
の
処
理
費
用
が
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
の
も
実
情
で

す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、町
内
に
所

在
す
る
個
人
所
有
の
空
き
家
解
体
や

撤
去
に
伴
い
、必
要
と
な
る
廃
棄
物

処
理
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
、補
助

す
る
こ
と
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、住
環
境
の
向
上
を
は

じ
め
、町
民
の
安
全
安
心
の
確
保
と

災
害
の
未
然
防
止
、美
し
い
景
観
の

形
成
等
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
平
成
28
年
３
月
議
会
に
お
け
る
�

施
政
方
針
演
説
抜
粋
）

め
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、国
・
県
の
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
お
い
て

も
、空
き
家
対
策
の
推
進
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
お
り
、本
町
の
総
合
戦
略

に
お
い
て
も
、こ
の
空
き
家
対
策
を

施
策
の
一
つ
に
掲
げ
、町
内
に
お
け

る
空
き
家
の
所
在
や
所
有
者
等
の
情

報
を
関
係
各
区
と
連
携
し
な
が
ら
、

把
握
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
て
集
め
た
情
報
を
整
理
し
、

所
有
者
等
の
協
力
も
得
な
が
ら
、和

歌
山
県
の
実
施
す
る「
わ
か
や
ま
空

き
家
バ
ン
ク
」へ
の
登
録
を
推
進
す

る
な
ど
、関
係
各
方
面
と
の
協
力
・

連
携
を
図
り
な
が
ら
、空
き
家
情
報

の
収
集
と
発
信
に
努
め
、ひ
い
て
は

空き家（ぼかし有）


